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循環器内科学講座 
 
 

論  文 
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循環器学会学術集会; 20220917-18; Web. 
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大原妃美佳, 義久精臣, 菅原由紀子, 一條靖洋, 渡邊孝一郎, 寳槻優, 佐藤悠, 三阪智史, 金城貴士, 及川

雅啓, 小林淳, 竹石恭知. Renal Venous Stasis Indexは心不全患者における腎うっ血を反映する. 第70回日本心

臓病学会学術集会; 20220923-25; 京都. 
 
佐久間裕也, 清水竹史, 大原妃美佳, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. びまん性冠動脈狭

窄および冠動脈瘤を呈した線維筋性異形成の一例. 第70回日本心臓病学会学術集会; 20220923-25; 京都. 
 
佐藤悠, 義久精臣, 竹石遼平, 大原妃美佳, 菅原由紀子, 一條靖洋, 寳槻優, 渡邊孝一郎, 阿部諭史, 三阪

智史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 中里和彦, 竹石恭知. 簡易版ARC-HBR評価基準は心不全患者の出血イ
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大原妃美佳, 義久精臣, 菅原由紀子, 一條靖洋, 渡邊孝一郎, 寳槻優, 佐藤悠, 三阪智史, 金城貴士, 及川
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bleeding risk (ARC-HBR) definition predicts adverse prognosis in patients with heart failure. 第26回日本心不
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清水竹史, 遠藤圭一郎, 安藤卓也, 武藤雄紀, 佐藤彰彦, 阿部諭史, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和
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笠原慎也, 佐藤彰彦, 上田捷太, 大橋尚人, 和田健斗, 佐藤崇匡, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭

知. 高安動脈炎に合併した左冠動脈入口部を責任病変とする急性心筋梗塞の一例. 第174回日本循環器学会東北地

方会; 20220604; 秋田/Web. 
 
草野亮太, 清水竹史, 佐久間裕也, 大原妃美佳, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 線維

筋性異形成による冠動脈高度狭窄病変に対し経皮的冠動脈形成術を施行した腎血管性高血圧症の一例. 第174回日

本循環器学会東北地方会; 20220604; 秋田/Web. 
 
片平正隆, 三橋武司, 佐藤勇太朗, 大河内諭, 君島勇輔, 國分知樹, 中村裕一, 松井佑子, 坂本圭司, 渡辺
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草野亮太, 武藤雄紀, 遠藤圭一郎, 黒沢雄太, 佐藤彰彦, 及川雅啓, 小林淳, 中里和彦, 竹石恭知, 藤宮剛, 
高瀬信弥, 横山斉. 右冠動脈起始異常を有する患者に対しTAVIを施行した一例. 第51回日本心血管インターベ

ンション治療学会東北地方会; 20220730; 山形. 
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笠原慎也, 佐藤彰彦, 上田捷太, 大橋尚人, 和田健斗, 佐藤崇匡, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭

知. 高安動脈炎に合併した左冠動脈入口部を責任病変とする急性心筋梗塞の一例. 第51回日本心血管インターベ

ンション治療学会東北地方会; 20220730; 山形. 
 
片平正隆, 清水竹史, 黒沢雄太, 喜古崇豊, 佐藤彰彦, 小林淳, 新城宏治, 藤宮剛, 八巻尚洋, 中里和彦, 
竹石恭知. 左主幹部高度石灰化病変を責任病変とする非ST上昇型心筋梗塞に対し、左腋窩動脈より Impella挿入

下にPCIを施行したLeriche症候群の一例. 第51回日本心血管インターベンション治療学会東北地方会; 
20220730; 山形. 
 
大原妃美佳, 片平正隆, 武藤雄紀, 三浦俊輔, 小林淳, 竹石恭知. オシメルチニブによるCTRTD（がん治療
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磯松大介, 佐藤崇匡, 上田捷太, 岡部亮斗, 鈴木喜敬, 廣坂諒, 池田彩乃, 大橋尚人, 大原妃美佳, 黒沢雄

太, 和田健斗, 君島勇輔, 佐藤彰彦, 清水竹史, 藤宮剛, 横山斉, 竹石恭知. ヘパリン起因性血小板減少症を

合併し長期 IMPELLA®管理後に植込型補助人工心臓移植術を行った重症心不全の1例. 第175回日本循環器学会

東北地方会; 20221203; 仙台. 
 
大和田光司, 山田慎哉, 片平正隆, 根橋健, 野寺穣, 金城貴士, 竹石恭知. 右室同期左室ペーシングが有効だ

った間欠性左脚ブロックの一例. 第175回日本循環器学会東北地方会; 20221203; 仙台. 
 
小河原崚, 三阪智史, 市村祥平, 冨田湧介, 佐藤悠, 三浦俊輔, 横川哲朗, 阿部諭史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 
小林淳, 義久精臣, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 拡張型心筋症における好中球細胞外トラップ

（NETs）の意義：心筋生検検体を用いたアプローチ. 第175回日本循環器学会東北地方会; 20221203; 仙台. 
 
佐久間裕也, 阿部諭史, 小河原崚, 遠藤圭一郎, 清水竹史, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 好
酸球性多発血管炎性肉芽腫症を契機とした好酸球性心筋炎の一例. 第175回日本循環器学会東北地方会; 
20221203; 仙台. 
 
鈴木喜敬, 渡部瞬, 上田捷太, 安藤卓也, 鈴木聡. 左房内腫瘤により心原性ショックを呈した一例. 第175回日

本循環器学会東北地方会; 20221203; 仙台. 
 
西浦司人, 及川雅啓, 佐藤悠, 横川哲朗, 佐藤彰彦, 小林淳, 義久精臣, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 
竹石恭知. 低流量低圧較差重症ASによる繰り返すうっ血性心不全にTAVIが著効した一例. 第175回日本循環器

学会東北地方会; 20221203; 仙台. 
 
三宅真里世, 星野弘尊, 菅井義尚, 玉川和亮, 鶴谷善夫, 金城貴士. 複数の頻脈性不整脈の経過を経て診断に

至った特発性拡張型心筋症の一例. 第8回日本心筋症研究会; 20220514; 高知. 
 
大橋尚人, 及川雅啓, 佐藤栄奈, 佐久間裕也, 武藤雄紀, 阿部諭史, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和彦, 竹石恭
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佐藤悠, 安藤卓也, 野﨑祐司, 関根虎之介, 鈴木聡. 左回旋枝の特発性冠動脈解離が左主幹部から左前下行枝ま

で進展した急性心筋梗塞の1例. 第12回豊橋ライブデモンストレーションコース; 20220621-25; Web. 
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及川雅啓, 佐久間裕也, 佐藤栄奈, 大橋尚人, 武藤雄紀, 小林淳, 杉本浩一, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆
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ラクチャークラブ・ジャパン ライブデモンストレーション2022; 20220909-10; 岡山. 
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佐久間裕也, 清水竹史, 池田彩乃, 大原妃美佳, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 線維

筋性異形成による冠動脈高度狭窄病変に対しPCIを施行した腎血管性高血圧症の一例. 第56回Cardiovascular 
Intervention Conference (CIC); 20220319; Web. 
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佐藤崇匡, 藤宮剛, 横山斉, 竹石恭知. 福島県立医科大学附属病院における植込型補助人工心臓治療の現況. 第
42回福島心疾患治療談話会; 20220521; Web. 
 
野寺穣, 根橋健, 山田慎哉, 金城貴士, 竹石恭知. 心室期外収縮と持続性心房細動のアブレーションを一期的に

行い、心機能の改善が得られた不整脈誘発性心筋症の一例. 第19回福島不整脈懇話会; 20220707; Web. 
 
佐藤彰彦. カテコラミン離脱が困難だった機能性僧帽弁逆流を伴った虚血性心筋症による重症心不全に対して経カ

テーテル的僧帽弁クリップ術を施行した一例. 第57回Cardiovascular Intervention Conference (CIC); 
20221001; Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
八巻尚洋. 循環器病対策基本計画が進んでいく中でCVITの果たす役割：急性心筋梗塞への対応（シンポジウ

ム）. 第50回日本心血管インターベンション治療学会東北地方会; 20220226; Web. 
 
金城貴士. Unknown Device（シンポジウム）. 第68回日本不整脈心電学会学術大会; 20220608-11; 横浜. 
 
竹石恭知. 循環器領域における高齢化と先進医療：高齢者心不全の治療戦略. 福島県近代医学教育150年顕彰記念

シンポジウム; 20220611; 福島/Web. 
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竹石恭知. JAK2V617F変異クローン性造血と肺高血圧症（シンポジウム）. 第22回日本抗加齢医学会総会; 
20220617-19; 大阪/Web. 
 
義久精臣, 君島勇輔, 竹石恭知. 心不全患者における心血管イベント予測に関するSoluble Fibrin Monomer 
Complexの有用性（シンポジウム）. 第44回日本血栓止血学会学術集会; 20220623-25; 仙台/Web. 日本血栓止血

学会誌. 33(2):190. 
 
義久精臣, 三阪智史, 竹石恭知. 心不全の睡眠呼吸障害に対するASV（ワークショップ）. 日本睡眠学会第47
回定期学術集会; 20220630-0701; 京都. 
 
三阪智史. クローン性造血と肺高血圧症～新たな個別化医療のターゲット～（ランチョンセミナー）. 第7回日本

肺高血圧・肺循環学会学術集会; 20220702-03; 東京. 
 
及川雅啓, 八重樫大輝, 大原妃美佳, 阿部諭史, 三阪智史, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石

恭知. アントラサイクリン治療関連心機能障害発症はがん予後悪化の予測因子となる（シンポジウム）. 第70回

日本心臓病学会学術集会; 20220923-25; 京都. 
 
〔特別講演〕 
 
鈴木聡. 特別講演：変わりゆく心不全治療と地域医療に生かす取り組み. 山形循環器病対策研究会; 2022028; 山形

/Web. 
 
竹石恭知. 特別講演：Onco-Cardiologyへの取り組み～CAT領域に対する抗凝固療法～. Onco-Cardiology Web 
Seminar; 20220421; Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：最先端の心不全診療を会津で活かすには－会津心不全地域連携の取り組みから－. 会津医学会

学術講演会～会津地域の心臓を守る～; 20220421; 会津若松/Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：最先端の心不全診療を会津で活かすには－理想的な地域連携を目指して－. 猪苗代心不全地域

医療連携講演; 20220516; 猪苗代/Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：変わりゆく心不全治療と地域医療に生かす取り組み. Fukushima Cardiovascular 
Management Seminar; 20220524; Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：最先端の心不全診療を会津で活かすには－理想的な地域連携を目指して－. 喜多方医師会学術

講演会～心不全地域医療講演会～; 20220606; Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：最先端の心不全診療を会津で活かすには－理想的な地域連携を目指して－. 南会津郡医師会学

術講演会; 20220621; 南会津/Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：最先端の心不全診療を会津で活かすには－理想的な地域連携を目指して－. 第240回両沼郡医

師会研修会心不全地域医療連携講演会; 20220624; 会津坂下. 
 
鈴木聡. 特別講演：変わりゆく心不全診療と地域医療に活かす取り組み. 地域で支える心不全診療～岡山県北エリ
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アを繋ぐ～; 20220624; 津山/Web. 
 
竹石恭知. 特別講演：薬剤性心筋症－Onco-Cardiologyへの取り組み－. 第72回新潟心不全研究会; 20220729; 
新潟/Web. 
 
竹石恭知. 特別講演：心不全パンデミックにおける高齢者心不全の治療戦略. WEBカンファレンス; 20221130; 
Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：心不全診療におけるSGLT2阻害薬の在り方とは－会津心不全地域連携の取り組を踏まえて－. 
SGLT-2 inhibitors Web Seminar in FUKUSHIMA; 20221219; Web. 
 
〔招待講演〕 
 
杉本浩一. 講演：肺高血圧症の早期発見と治療の実際について. 肺高血圧症WEBセミナー in いわき; 20220204; 
Web. 
 
中里和彦. 講演：肺高血圧症診療の進歩と課題～この20年で何が変わったか～. 肺高血圧症の診療連携を考える

会 in 西北五; 20220225; Web. 
 
清水竹史. 講演：スポンサードセミナー：MASTER DAPT試験からの知見. 第50回日本心血管インターベンシ

ョン治療学会東北地方会; 20220226; Web. 
 
三阪智史. 講演：高カリウム血症に対してロケルマの投与を行った慢性腎臓病合併心不全の１例. Hyperkalemia 
Management Symposium In Fukushima; 20220309; Web. 
 
鈴木聡. 講演：血管を守ろう・心臓を守ろう. 「血管を守る教室」にご参加ください; 20220315; 会津若松. 
 
三阪智史. 講演：心不全における併存症の管理～一次予防から二次予防まで：睡眠呼吸障害を中心に～. 第3回

Meet the Specialists in Fukushima; 20220317; Web. 
 
石田隆史. 講演：はじめに. 減塩サミット2022 in 福島; 20220321; 誌上/Web. 福島民友, 20220321. 14. 
 
八重樫大輝. 基調講演：腫瘍循環器外来での取り組み. 第4回福島Onco-Cardiology研究会; 20220325; Web. 
 
鈴木聡. 講演：当科におけるトルバプタン使用経験からの考察. 心不全学術講演会; 20220412; Web. 
 
中里和彦. 講演：肺高血圧症診療における医療連携の重要性. 安房肺高血圧症地域医療連携の会; 20220414; Web. 
 
金城貴士. 講演：WATCHMANによる左心耳閉鎖治療と非適応例への抗凝固療法. 心房細動治療 Up to date～超

高齢化社会での新しい治療選択肢～; 20220415; Web. 
 
鈴木聡. 講演：高尿酸血症を合併した慢性心不全患者における他施設共同無作為化比較試験から. 福島高尿酸血症

WEBセミナー; 20220517; Web. 
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金城貴士. 講演：1st-Pass CTI block達成のポイント. ～極～Freezor MAXにおける検証と検討; 20220523; Web. 
 
八巻尚洋. 講演：虚血性心疾患における心不全管理. Meet the Specialists in Fukushima; 20220525; Web. 
 
及川雅啓. 講演：意外と潜んでいる心アミロイドーシス－当院の臨床経験から－. 心不全診療セミナー～鑑別すべ

き疾患のポイント～; 20220610; 会津若松/Web. 
 
八巻尚洋. 講演：FFRctを循環器診療に生かす. 地域で診る虚血性心疾患; 20220614; Web. 
 
杉本浩一. 講演：検査技師に知ってほしい肺高血圧症の病態と検査所見. 令和4年度岩臨技第1回生理機能部門研

修会; 20220627; Web. 
 
小林淳. 講演：AS治療における心エコーの役割と重要性. 福島心エコーWebセミナー; 20220628; Web. 
 
鈴木聡. 講演：使用経験から考えるベリキューボの位置づけと、会津における地域連携の取り組み. Meet the 
Expert～心不全パンデミック時代に備えて～; 20220701; Web. 
 
中里和彦. 講演：肺高血圧症診療の進歩と課題～この20年で何が変わったか～. 福島市・伊達・安達医師会2022
循環器学術講演会; 20220714; 福島/Web. 
 
中里和彦. 講演：肺高血圧症診療の進歩と課題. 第632回北上医師会医学集談会; 20220728; 北上/Web. 
 
武藤雄紀. ランチョンセミナー：未来を見据えたAS治療戦略と疾患啓発の取り組み. 第51回日本心血管インタ

ーベンション治療学会東北地方会; 20220730; 山形. 
 
中里和彦. 講演：肺高血圧発症メカニズムの多様性～クローン性造血の関与～. Re-PCR 2022; 20220908; Web. 
 
鈴木聡. 講演：変わりゆく心不全診療を地域に生かすには－オンデマンドな地域連携を目指して－. 循環器疾患未

来投資フォーラム; 20220928; Web. 
 
佐藤悠. 教育講演：心不全患者における甲状腺機能の再考. 第2回ロシュ・バイオマーカーフォーラム; 20220930; 
Web. 
 
及川雅啓. 講演：日常臨床に潜む心アミロイドーシス－当院の臨床経験から－. ファイザー心疾患セミナー; 
20221012; Web. 
 
杉本浩一. 講演：検査技師に知ってほしい肺高血圧症の血行動態. 肺高血圧症スクリーニングセミナー～検査所見

に潜むCheck Point～; 20221117; Web. 
 
佐藤彰彦. 講演：Mitraclipの現在と未来. 第13回会津心臓病・心血管疾患研究会; 20221118-19; Web. 
 
鈴木聡. 講演：血管を守ろう・心臓を守ろう. 「血管を守る教室」にご参加ください; 2022.11.21; 会津若松. 
 
杉本浩一. 講演：当院における膠原病性肺高血圧症診療の現状. 福島県肺高血圧症診療連携Webセミナー; 
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20221122; 福島/Web. 
 
小林淳. 講演：AS治療における心エコーの役割と重要性. 日本心臓リハビリテーション学会第7回東北支部地方

会; 20221126; Web. 
 
佐藤悠. 講演：循環器内科におけるCKDの現状と課題. CKD Symposium For Cardiologist; 20221129; Web. 
 
黒沢雄太. 講演：男性育児と循環器医. 第175回日本循環器学会東北地方会; 20221203; 仙台. 
 
杉本浩一. 講演：肺高血圧症の診断と治療. PH Medical Treatment Lecture 2022; 20221209; Web. 
 
〔その他〕 
 
竹石恭知. 併存疾患を踏まえた心不全治療戦略の必要性とベリキューボへの期待. m3.com MR君（ベリキュー

ボ Vol.15）; 20220701;Web. 
 
 
 

血液内科学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Ikezoe T, Ando K, Onozawa M, Yamane T, Hosono N, Morita Y, Kiguchi T, Iwasaki H, Miyamoto T, 
Matsubara K, Sugimoto S, Miyazaki Y, Kizaki M, Akashi K. Phase I study of alvocidib plus 
cytarabine/mitoxantrone or cytarabine/daunorubicin for acute myeloid leukemia in Japan. Cancer Science. 
202212; 113(12):4258-4266. 
 
Matsumoto H, Asano T, Tsuchida N, Maeda A, Yoshida S, Yokose K, Fujita Y, Temmoku J, Matsuoka N, 
Yashiro-Furuya M, Sato S, Irie K, Norikawa N, Yamamoto T, Endo M, Fukuchi K, Ohkawara H, Ikezoe T, 
Uchiyama Y, Kirino Y, Matsumoto N, Watanabe H, Migita K. Behcet's disease with a somatic UBA1 variant: 
Expanding spectrum of autoinflammatory phenotypes of VEXAS syndrome. Clinical Immunology. 202203; 
238:108996. 
 
Misawa K, Yasuda H, Koyama D, Inano T, Inoguchi A, Shirasu C, Takano H, Iwao N, Ando M, Koike M. 
Adult paroxysmal cold hemoglobinuria following mRNA COVID-19 vaccination. eJHaem. 202206; 3(3):992-
995. 
 
Takahashi H, Mori H, Fukatsu M, Sano T, Harada K, Oikawa M, Takeishi Y, Kimura S, Ohkawara H, 
Shichishima T, Ikezoe T. Successful management of unstable angina in a ravulizumab-treated patient with 
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